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　■　認知症対応型共同生活介護

Ⅴ アウトカム項目

評 価 結 果
市町村受理日

平成22年5月31日

Ⅲ その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

このホームの特徴
①この泉の郷は横浜市の北部、いずみ中央駅から歩いて１５～６分、徐々に新興住宅地とし
て開発が進んでいる所にある。経営母体は社会福祉法人　誠幸会で、社員が登録を含めると
500名余、各種福祉施設（特養、ケアハウス、デイサービス等２８事業）のネットワークを
持つ大きなグループであり、泉の郷は平成13年10月、グループホームでは一番始めに設立さ
れた。本部のある特養泉の郷、ケアハウス・フォンス、及びグループホーム泉の郷上飯田は
至近距離にあり、本部に居宅介護、訪問介護、デイサービス等が併設されており、利用しな
がら自然な形での入居も可能である。グループ内のPCネットワーク、研修体制等について共
通に取り組める強みをもっている。PCネットワークでは、共通のソフトを活用し情報の一体
化が図られており、情報の守秘性の為、他施設の情報は見られないが、本部では双方向で伝
達を可能とし、本部からの情報をパスワードを持ち活用している。職員の研修については、
本部として研修計画を持っている。
②地域との関係では、災害時の対応、協力体制について、運営推進会議のテーマとして、重
度化の問題も含めてご相談、ご協力をお願いして行く。中学生のふれあい体験学習では、地
域の保健婦さんと一緒に訪問がある。運営推進会議の席で、自治会副会長さんから「グルー
プホームをもっと知ってもらうべきだ」とのお話しも頂き、啓発に取り組んでいる。
③昨年より管理者が変わり、新管理者は明るいホームを目指しており、周囲の職員もバック
アップする気持ちがあり全体として明るくまとまったホームの雰囲気があり、期待してい
る。誠幸会全体は勿論、グループホーム泉の郷としても職員の質の向上に取り組んでおり、
特に重度化が進む中で、介護職に於いても医学知識の向上が不可欠であり、本部が中心と
なって年８回の医務研修を実施した。更に、この研修内容に沿ってホーム内でＯＪＴで研修
をフォローし研鑽している。

入居者の人格、尊厳を守り入居者主体でゆとりのある生活を守り明るく、楽しい環境
を確保する。 評価項目の領域

Ⅰ 理念に基づく運営

Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援

平成　21　　年度
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56 　○ 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの 　○ 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 　○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない 　○ 4．ほとんどない

58 　○ 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 　○ 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 　○ 1，ほぼ全ての職員が

  ○ 2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

　○ 2，利用者の2/3くらいが 　○ 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 　○ 1，ほぼ全ての利用者が 68 　○ 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 1，ほぼ全ての利用者が

　○ 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

グループホーム泉の郷

のぞみ

 事業所名

 ユニット名

　Ⅴ　アウトカム項目

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
区過ごせている。
（参考項目：30,31）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所
理念をつくり、管理者と職員は、その理念を共
有して実践につなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けら
れるよう、事業所自体が地域の一員として日常
的に交流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知
症の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向
けて活かしている

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実
際、評価への取り組み状況等について報告や話
し合いを行い、そこでの意見をサービス向上に
活かしている

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事
業所の実情やケアサービスの取組みを積極的に
伝えながら、協力関係を築くように取り組んで
いる

市町村とは直接関わっていないが、上飯田地域
保健福祉計画に基づいて自治会、社協、連絡
会、行政、ケアプラザが連携している。その活
動の一環として中学生のふれあい体験がある。

市町村とは、泉区の運営推進会議全体会議で関
わりがあり、区の上飯田地域保健福祉計画に基
づいて自治会、社協、連絡会、行政、ケアプラ
ザが連携している。その活動の一環として中学
生のふれあい体験の受入れがある。

今後の継続

現在は、介護教室を開催していないが、グルー
プホーム入居を考えている人、ご家族、ホーム
見学希望者を積極的に受け入れ、グループホー
ムを知って貰う様に努めている。

上飯田地域エリアとして2回実施している。今年
度は、「災害時、どの様な対応をするか」等話
合いを重ね、意見を参考にし、防災訓練の実施
に取り組んでいる。

運営推進会議は、上飯田地域エリアとして泉の郷、
泉の郷上飯田、小さな手（系列ではない訪問介護事
業所）の３グループホーム合同で開催している。今
年度は泉区の全体会議を１回、事業所の会議を2回実
施している。今年度は、「災害時、どの様な対応を
するか」等の話合いを重ね、意見を参考にし、防災
訓練の実施に取り組んでいる。

今後の継続

日々の介護に対する方向性は、理念が根本に
なっており、取り組んでいる。

社会福祉法人　誠幸会の理念、方針があり、それに
沿ってホームの理念が作られている。この理念を基
に誠幸会の年度方針が示され、職員全体で取り組ん
でいる。日々の介護に対する方向性は、理念が根本
になっており、充分理解して介護に取り組んでい
る。地域との密着は、誠幸会設立以来の基本的姿勢
であり日々取り組んでいる。

今後の継続

地域の一員として町内会に加入している。町内
子供御神輿があったり、中学生のふれあい体験
を目的とした中学生の訪問があり、地域との交
流に勤めている。

地域の一員として町内会に加入し、第２、第４金曜
日の脳いきいき体操に参加したり、町内子供御神輿
があったり、中学生のふれあい体験を目的とした中
学生の訪問があり、地域との交流に努めている。本
部のある特養泉の郷で行われる納涼祭やお餅つきは
グループホームも含めた行事であり、ご近所の方も
お招きして盛大に実施している。

今後の継続

　Ⅰ　理念に基づく運営

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サー
ビス指定基準及び指定地域密着型介護予防サー
ビス指定基準における禁止の対象となる具体的
な行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を
含めて身体拘束をしないケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について
学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での
虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成
年後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必
要性を関係者と話し合い、それらを活用できる
よう支援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並
びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

法人全体で身体拘束は絶対しないというスロー
ガンのもと日々介護をしている。日中、玄関、
門扉の施錠はしていない。夜間は、防犯の為、
施錠している。

法人全体で身体拘束は絶対しないというスロー
ガンのもと、日々介護をしている。日中、玄
関、門扉の施錠はしていない。夜間は、防犯の
為、施錠している。泉区のはいかいネットの活
用もしている。

今後の継続

入居者が意見不満、苦情を管理者、職員に表出
できる様に配慮している。入居者の意見、不満
等があったら聞いて改善、実現出来る所があっ
たら実行するように努めていく。

家族会があり、年１回お集まり頂き、色々なご意見
や指摘を頂き、介護に反映するようにしている。入
居者が意見や不満・苦情を、管理者や職員に表現で
きる様に配慮している。入居者のご意見や不満等が
あれば、聴いて改善に努め、実現出来る所があれば
実行するように取り組んでいく。

今後の継続

入居者で財産管理が必要な方及び入居前にマル
チ商法による被害にあった方については、成年
後見人制度を活用している。

入居の契約締結にむけては契約書条項に基き利
用者及び家族の意向や不安を聞いて、十分な説
明をする。今後の生活についても利用者及び家
族と話し合い理解、納得頂いた上で決定する。

法人全体で身体拘束は絶対しないというスロー
ガンのもと日々介護をしている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりが
いなど、各自が向上心を持って働けるよう職場
環境・条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていく
ことを進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相
互訪問等の活動を通じて、サービスの質を向上
させていく取組みをしている

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けな
がら、本人の安心を確保するための関係づくり
に努めている

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

入所申し込みがあった時、訪問調査の折に必ず
本人と面接し、心身両面から話をよく聴き、ア
セスメントしている。

上飯田地域包括エリアの運営推進会議に参加す
ることで、他グループホームとの交流が図れ、
状況を理解するよう努めている。

法人では各職員が向上心をもって働けるよう
に、内部・外部研修の機会を設け、資格取得の
ために勉強会の企画実施も行なっている。

職員教育（全職員対象、中堅管理職・リーダー
対象）を企画実施している。全職員対象として
は内部研修として実施し、各職員の知識、技術
のレベルアップを図っている。

自己申告書の記載、また職員が直接、管理者に
相談するといった形で運営に関する意見、提案
を聞く機会を設け、改善できるところから行な
うようにしている。

基本的にはミーティングで自由に意見を出してもら
い、意向の統一と情報の共有化を図っている。個人
的には自己申告書の記載、また職員が直接、管理者
に相談するといった形で運営に関する意見、提案を
聞く機会を設け、改善出来ることから行なうように
努めている。

今後の継続
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾
けながら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族
等が「その時」まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた対応に努めてい
る

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置か
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いてい
る

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置か
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に本
人を支えていく関係を築いている

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めてい
る

家族の面会の機会を大切にし、外食や季節ごと
の行事に家族をお誘いし参加していただいてい
る。また、馴染みの場所に行きたいとの訴えも
できる限り実行している。

ご家族の面会の機会を大切にし、外食や季節ご
との行事にご家族をお誘いし、参加して頂いて
いる。また、馴染みの場所に行きたいとの要望
も出来る限り支援している。デイサービス等か
らの入所もあり、近くの方のご利用者のご友人
が遊びに来られるケースもある。

今後の継続

職員と入居者が共に家事を行なったり、レクを
行なったりする中で、共に活動、会話をするこ
とで喜怒哀楽を共にし入居者から学ぶことが
日々沢山ある。

職員、家族との信頼関係ができており、細かい
ことでも家族に連絡したり、面会の際に会話を
持つなどして、職員、家族が共に考え行動して
いる。

入所申し込みの時点から、法人の窓口が家族の
要望、不安などを聴いて把握している。更に、
訪問調査の折に家族の要望や不安としている情
報を収集し、受け止め、対応している。

家族から入居申し込みがあったり、相談を受け
た場合は、他のサービス利用状況や家族の介護
状況をみながら対応している。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよ
うな支援に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまで
の関係性を大切にしながら、必要に応じて本
人・家族の経過をフォローし、相談や支援に努
めている

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把
握に努めている。困難な場合は、本人本位に検
討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活
環境、これまでのサービス利用の経過等の把握
に努めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有す
る力等の現状の把握に努めている

入居者一人一人をよく観察し、職員全員で現状
を把握するように努めている。

一人一人の思いや希望を聞くようにはしている
が、現実的に困難なことが多い。ホームででき
る範囲で行なっていきたい。

一人ひとりの思いや希望を、日頃の介護の場面
や会話の中から聴くように努めている。現実的
に困難ながらも、個々の動作等から思いを汲み
取り、ホームで出来る範囲で行なっている。こ
れらをモニタリング・アセスメント表に反映す
るようにしている。

今後の継続

アセスメントを見たり、本人との会話、家族か
らの情により把握に努めている。

利用者の退去後、施設からも電話をしたりと１
年ほどは家族との関係を続けている。また、系
列の施設に移られた利用者については行事等の
機会に家族に挨拶、話をしている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

職員も混じりレクを行なったり談笑することで
利用者同士のよい関係が築けるように支えてい
る。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり
方について、本人、家族、必要な関係者と話し
合い、それぞれの意見やアイディアを反映し、
現状に即した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫
を個別記録に記入し、職員間で情報を共有しな
がら実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔
軟な支援やサービスの多機能化に取り組んでい
る

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把
握し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊
かな暮らしを楽しむことができるよう支援して
いる

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援
している

町内会に加入し、地域行事としての町内子供子
供神輿の訪問、中学生のふれあい体験、ボラン
ティアの訪問がある。ホーム近くの理容店を利
用したり、訪問理容にも来ている。

協力医療機関である湘南お茶の水クリニックを
受診し、状況に応じて湘南泉病院を紹介して頂
受診している。往診は、精神科、眼科、皮膚
科、歯科の医師がホームに来て往診受ける。

協力医療機関である湘南お茶の水クリニック
（同じ建物内にある）を受診し、状況に応じて
湘南泉病院を紹介して頂き受診している。湘南
お茶の水クリニックは通院対応、往診は、精神
科、眼科、皮膚科、歯科の医師がホームに来て
往診を受けており、適切な医療を受けられるよ
うに支援している。

今後の継続

一人一人日々の記録を記載すると共に、気付き
や工夫においてはその都度、申し送りノートに
記載することで職員全員で情報を共有、実践し
ている。

ホームの外食時法人の大型バスを利用したり、
法人主催である納涼祭、餅つきに参加してい
る。入居者に福祉用具を提供したり、職員スキ
ルアップの為内部研修がある。

ユニットの全職員が計画見直しをする入居者の
アセスメントシートに記入し、計画作成担当者
と居室担当者が取りまとめ、家族の意向もふま
え、話し合いながら作成している。

ユニットの全職員が、モニタリングに沿って計画見
直しをする入居者のアセスメントシートに記入し、
計画作成担当者と居室担当者が取りまとめ、ご家族
の意向も踏まえながら、話し合って作成している。
フォーマットは泉の郷独自のものであるが、グルー
プホームごとに違いもあるので、今年度より５グ
ループホーム集まって検討することになっている。

今後の継続
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報
や気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等
に伝えて相談し、個々の利用者が適切な受診や
看護を受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるよう
に、病院関係者との情報交換や相談に努めてい
る。又は、そうした場合に備えて病院関係者と
の関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事
業所でできることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

年２回消防訓練を行い職員ほぼ全員参加してい
る。災害時には、職員緊急連絡網で連絡を取り
応援要請する事になっている。町内会にも加入
しており、近隣の方達にも声を掛けている。

年２回消防訓練を行い、職員ほぼ全員参加してい
る。災害時には、職員緊急連絡網で連絡を取り、応
援要請する体制になっている。町内会にも加入して
おり、近隣の方達にもお声を掛け、協力を頂いてい
る。本部や特養、ケアハウスがホームの近くにあ
り、備蓄、応援体制とも、連携して出来る強みがあ
る。

今後の継続

認知症、病気による重度化、終末期について
は、家族、ホーム、かかりつけ医と連携しなが
らホームでできる所までを見極めて介護をして
いる。

認知症対応、病気による重度化について、終末
期については、ご家族、ホーム、かかりつけ医
と連携しながらホームでできる所までを見極め
て介護に取り組んでいる。医療連携をとらず、
終末期は特養（グループ内にもある）や病院の
対応と考えている。

今後の継続

毎月内部研修（医務研修）に参加し、勉強する
事で急変や事故時に職員が対応出来る様にして
いる。

グループホーム担当看護士が本部におり、連絡
すると直ぐに来てくれる。１カ月に数回巡回し
ている。

入居者の方が入院した時、家族と連絡を取りあ
いながら医療機関と連携し早期退院に向けて三
者面談を行い受け入れ態勢作りをしている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
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評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバ
シーを損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどの
ように過ごしたいか、希望にそって支援してい
る

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよ
うに支援している

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの
好みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒
に準備や食事、片付けをしている

各テーブルに職員が付きサポートしている。食
事の準備ができる利用者に盛り付けや野菜の皮
むきをお願いしたり、職員と一緒に皿洗いをし
てくださる利用者もいる。

独自のメニューで、ご利用者の希望を聞き、ご利用
者と一緒に買い物に行って提供している。メニュー
は３ユニットとも同じであり、近所の八百屋さん、
牛乳やさんには配達をお願いし、ご近所付き合いを
大切にしている。各テーブルに職員が付きサポート
している。食事の準備ができるご利用者に盛り付
け、野菜の皮むき等、職員と一緒に皿洗いなどもお
願いしている。

今後の継続

以前より重度化してきており、できる限り一人
一人のペース、生活を大切にし、安全にそして
希望に沿った支援を行なえるように努力してい
る。

衣類の選択は利用者の希望に沿って行なって
る。また希望に合わせて近くの理容室、美容院
に行っている。行けない利用者は、出張理容を
利用している。

利用者のペースに職員が合わせ、利用者のプラ
イバシーを損ねるような対応は行なっていな
い。

ご利用者のペースの考慮に努め、ご利用者のプ
ライバシーを損ねるような対応は行なっていな
い。人格の尊重、プライバシー等の研修につい
ては本部及びホーム自体で実施している。 今後の継続

日常生活の活動、会話すべてにおいて個々の利
用者に合わせ難しい説明は避け、利用者の意向
を大切に支援している。

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ
て確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習
慣に応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、
一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔
ケアをしている

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひと
りの力や排泄のパターン、習慣を活かして、ト
イレでの排泄や排泄の自立に向けた支援を行っ
ている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴
を楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯
を決めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援
をしている

便秘が続く方には牛乳やヨーグルトを提供した
り、野菜や水分量を増やしたり、散歩など適度
な運動を進めるなどの工夫をしている。またメ
ンタ湿布の施行も行なっている。

入浴をしたいと訴えられる利用者がほとんどい
ない為基本的に一日おきに入浴をしていただい
ているが、無理強いはせずできる限り本人のよ
い日、時間に入浴していただいている。

入浴をしたいと訴えられるご利用者がほとんど
いない為、基本的に一日おきに入浴をして頂い
ているが、無理強いはせず、できる限り本人の
入りたい日や好きな時間に入浴して頂き、柔軟
性のある体制でいる。１日４人位いのペースで
ある。

今後の継続

一人一人のコップ、歯ブラシを用意し、毎食後
声掛けや職員介助で口腔ケアを行なっている。

尿意を感じなくなった方、あるいは見当識障害
のある入居者には、トイレ誘導を行なってい
る。また声掛けでわかる方にはご本人と時間を
決めて声掛け誘導を行なっている。

尿意を感じなくなった方、または見当識障害のある
入居者には、トイレ誘導を行なっている。また声掛
けでわかる方にはご本人と時間を決めて声掛け誘導
を行なっている。自立の多いユニットではオムツに
せず、リハパン＋誘導の対応を行う等、出来る限り
トイレでの排泄を促がすように支援している。

今後の継続

食事量は毎食一人一人記録に残している。また
水分摂取においても一人一人把握し、摂取量が
少ない方は記録し一日トータル量を確保するよ
うにしている。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよ
う支援している

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、
用法や用量について理解しており、服薬の支援
と症状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、
一人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出
かけられるよう支援に努めている。また、普段
は行けないような場所でも、本人の希望を把握
し、家族や地域の人々と協力しながら出かけら
れるように支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解
しており、一人ひとりの希望や力に応じて、お
金を所持したり使えるように支援している

日々利用者がお金を管理することは困難である
が、ご本人の希望に応じて職員や家族と共に買
い物していただくように支援している。

生活の中で出来ることはご自分で行なっていた
だき、声掛けで家事仕事等も手伝っていただい
ている。また散歩の好きな方と散歩を甘い物が
好きな方にお菓子を提供するなど個別にも行
なっている。

散歩の時間を設け、気分転換を図りたい方に
は、声掛けをし外に出る機会を設けるようにし
ている。また散歩の時間以外にも希望を聞きな
がら外に出る機会を増やすようにしている。

散歩の時間を設け、気分転換を図りたい方に
は、声掛けをし外に出る機会の支援を行なって
いる。また、散歩の時間以外にも希望を聞きな
がら、外に出る機会を増やすように配慮してい
る。ご利用者の奥様が特養に入居している方は
散歩を兼ねてお見舞いに行かれている。

今後の継続

個々の生活習慣、ペースを大切にし、落ち着け
る場所で休息がとれるようにしている。不安感
が強い時は側に付き添うなどマンツーマンの対
応している。

医療情報ノート、内服薬情報のファイルを作成
し、利用者一人一人の薬の情報がすぐにわかる
ようになっている。
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手
紙のやり取りができるように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、
浴室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混
乱をまねくような刺激（音、光、色、広さ、温
度など）がないように配慮し、生活感や季節感
を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫
をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った
利用者同士で思い思いに過ごせるような居場所
の工夫をしている

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活
かして、本人が居心地よく過ごせるような工夫
をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わ
かること」を活かして、安全かつできるだけ自
立した生活が送れるように工夫している

基本的に居室にはご本人が使用してきた物や、
好きな物を置いていただくようにしている。状
況に応じて危険や混乱が伴う場合は、家族と相
談の上持ち帰っていただく等配慮している。

基本的に居室にはご本人が使用してきた物や、
好きな物を置いて頂くように配慮している。ご
利用者に危険や混乱が伴う場合は、ご家族と相
談の上、持ち帰って頂く等、状況に応じて配慮
している。

今後の継続

トイレに「トイレ」と大きく表示したり、各居
室や席に名前を表示したりとわかりやすくして
いる。また、混乱がみられる場合はさりげなく
介助ができるようにしている。

廊下、リビングにはソファーがあり、絵画やカ
レンダー、人形、季節のお花を飾るなどしてく
つろぐことのできる空間作りをしている。

廊下、リビングにはソファーが配置され、絵画
やカレンダー、人形、季節のお花を飾る工夫を
し、ご利用者が寛げる空間作りに配慮してい
る。インテリアは、各ユニット毎に職員の感性
に任せられているが、基本は「安全第一・すっ
きり・季節感」に置いている。

今後の継続

リビングには利用者一人一人の決まった席があ
る一方で、ソファーなどを配置し、気の合った
方同士で座ってお話ができるようにしている。

居室に電話を設置している方もいる。また、希
望に応じてホームの電話を使用していただける
ようにしており、職員が随時対応している。
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56 　○ 1，ほぼ全ての利用者の 63 　○ 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 　○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない 　○ 4．ほとんどない

58 　○ 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 　○ 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 　○ 1，ほぼ全ての職員が

  ○ 2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

　○ 2，利用者の2/3くらいが 　○ 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 　○ 1，ほぼ全ての利用者が 68 　○ 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 1，ほぼ全ての利用者が

　○ 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
区過ごせている。
（参考項目：30,31）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

　Ⅴ　アウトカム項目

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

グループホーム泉の郷

ふれあい

 事業所名

 ユニット名
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所
理念をつくり、管理者と職員は、その理念を共
有して実践につなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けら
れるよう、事業所自体が地域の一員として日常
的に交流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知
症の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向
けて活かしている

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実
際、評価への取り組み状況等について報告や話
し合いを行い、そこでの意見をサービス向上に
活かしている

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事
業所の実情やケアサービスの取組みを積極的に
伝えながら、協力関係を築くように取り組んで
いる

　Ⅰ　理念に基づく運営

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

                               日々の介護に
対する方向性は、理念が根本になっており、取
り組んでいる。

地域の一員として町内会に加入している。町内
子供御神輿があったり、中学生のふれあい体験
を目的とした中学生の訪問があり、地域との交
流に勤めている。

現在は、介護教室を開催していないが、グルー
プホーム入居を考えている人、ご家族、ホーム
見学希望者を積極的に受け入れ、グループホー
ムを知って貰う様に努めている。

上飯田地域エリアとして2回実施している。今年
度は、「災害時、どの様な対応をするか」等話
合いを重ね、意見を参考にし、防災訓練の実施
に取り組んでいる。

市町村とは直接関わっていないが、上飯田地域
保健福祉計画に基づいて自治会、社協、連絡
会、行政、ケアプラザが連携している。その活
動の一環として中学生のふれあい体験がある。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サー
ビス指定基準及び指定地域密着型介護予防サー
ビス指定基準における禁止の対象となる具体的
な行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を
含めて身体拘束をしないケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について
学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での
虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成
年後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必
要性を関係者と話し合い、それらを活用できる
よう支援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並
びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

法人全体で身体拘束は絶対しないというスロー
ガンのもと日々介護をしている。

入居者で財産管理が必要な方及び入居前にマル
チ商法による被害にあった方については、成年
後見人制度を活用している。

入居の契約締結にむけては契約書条項に基き利
用者及び家族の意向や不安を聞いて、十分な説
明をする。今後の生活についても利用者及び家
族と話し合い理解、納得頂いた上で決定する。

入居者が意見不満、苦情を管理者、職員に表出
できる様に配慮している。入居者の意見、不満
等があったら聞いて改善、実現出来る所があっ
たら実行するように努めていく。

法人全体で身体拘束は絶対しないというスロー
ガンのもと日々介護をしている。日中、玄関、
門扉の施錠はしていない。夜間は、防犯の為、
施錠している。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりが
いなど、各自が向上心を持って働けるよう職場
環境・条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていく
ことを進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相
互訪問等の活動を通じて、サービスの質を向上
させていく取組みをしている

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けな
がら、本人の安心を確保するための関係づくり
に努めている

職員全体会議、自己申告書等で運営に関する意
見・提案を聞く機会を設けて改善できるところ
からしている。

上飯田地域包括エリアの運営推進会議に参加す
ることで、他ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑとの交流が図れた。又、
市ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ協議会の現場研修などを通し、職員
同士が相互に学びあう機会がある。

職員各位が希望する職場でモチベーションを維
持しながら働けるように、勤務状況の把握・資
格取得の機会提供を図っている。資格取得に伴
い手当ての支給も行なわれている。

全職員対象で、法人内にて内部研修（医務研
修）を行ない知識・技術習得を目指し実施され
ている。その他でも内外の研修などにも参加す
る機会がある。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

入居申し込みがあった時、訪問調査の折に必ず
本人と面接し、心身両面から話しをよく聴き、
アセスメントをとっている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾
けながら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族
等が「その時」まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた対応に努めてい
る

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置か
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いてい
る

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置か
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に本
人を支えていく関係を築いている

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めてい
る

入居申し込み時点から、法人の窓口が家族の要
望・不安などを聴いて把握している。更に、訪
問調査の折に家族が要望・不安としている情報
を収集し、受け止め、対応している。

家族から入居申し込みがあったり相談を受けた
場合は、他のｻｰﾋﾞｽ利用状況や家族の介護力状況
を見ながら対応している。

本人の生活暦や特技を生かし、台所のお手伝い
や洗濯物干し・掃除・買い物の同行など職員と
共に行動することによって、お互いに支えあう
関係を築きあげている。

来訪時には職員側からご家族に話しかけるよう
努め、日々の様子を伝えている。なにかあれば
すぐに電話などをし相談するよう努めている。

過去に住んでいた場所が気になり見にいきたい
という利用者さんに対し、個別外出の機会を
作ったりと支援に努めている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよ
うな支援に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまで
の関係性を大切にしながら、必要に応じて本
人・家族の経過をフォローし、相談や支援に努
めている

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把
握に努めている。困難な場合は、本人本位に検
討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活
環境、これまでのサービス利用の経過等の把握
に努めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有す
る力等の現状の把握に努めている

みんなで出来るレクレーションを行ない、交流
を図っている。又、天気の良い日などは散歩を
行ない、一体感を持っていただけるよう努めて
いる。

退居時以降、本人とは連絡を取り合っていない
場合が多い。新しい生活に対する適応のことを
考えると判断しがたいが、ご家族とは経過の
フォローや相談の支援に努めている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

出来る限り本人の希望や意向に沿うよう検討し
ている。又、表現の困難な方に対しても何がそ
の人にとって良いのかを本人主体で考えるよう
努めている。

入居時にアセスメント表を作成し、アセスメン
トに基づいたケアプランを作成・情報の共有を
図っている。

定期的にケアプランを作成・見直しを行なって
いる。職員間でも、連絡ノートや日々のショー
トカンファレンスの中で情報の交換を図り、共
有するよう努めている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり
方について、本人、家族、必要な関係者と話し
合い、それぞれの意見やアイディアを反映し、
現状に即した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫
を個別記録に記入し、職員間で情報を共有しな
がら実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔
軟な支援やサービスの多機能化に取り組んでい
る

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把
握し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊
かな暮らしを楽しむことができるよう支援して
いる

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援
している

本人からは日頃の生活の中から情報を集め、家
族からは面会や外食日などを利用し要望や意見
を取り入れたりしている。職員間では、連絡
ノートを活用し情報を集め作成している。

毎日、ケース記録を個別に記録し保存してい
る。又、生活リズム表・バイタル表なども記
録・保存して医療受診・介護計画に生かしてい
る。

ホームの外食時法人の大型バスを利用したり、
法人主催である納涼祭、餅つきに参加してい
る。入居者に福祉用具を提供したり、職員スキ
ルアップの為内部研修がある。

町内会に加入し、地域行事としての町内子供子
供神輿の訪問、中学生のふれあい体験、ボラン
ティアの訪問がある。ホーム近くの理容店を利
用したり、訪問理容にも来ている。

協力医療機関である湘南お茶の水クリニックを
受診し、状況に応じて湘南泉病院を紹介して頂
受診している。往診は、精神科、眼科、皮膚
科、歯科の医師がホームに来て往診受ける。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報
や気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等
に伝えて相談し、個々の利用者が適切な受診や
看護を受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるよう
に、病院関係者との情報交換や相談に努めてい
る。又は、そうした場合に備えて病院関係者と
の関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事
業所でできることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

グループホーム担当看護士が本部におり、連絡
すると直ぐに来てくれる。１カ月に数回巡回し
ている。

入居者の方が入院した時、家族と連絡を取りあ
いながら医療機関と連携し早期退院に向けて三
者面談を行い受け入れ態勢作りをしている。

認知症、病気による重度化、終末期について
は、家族、ホーム、かかりつけ医と連携しなが
らホームでできる所までを見極めて介護をして
いる。

毎月内部研修（医務研修）に参加し、勉強する
事で急変や事故時に職員が対応出来る様にして
いる。

年２回消防訓練を行い職員ほぼ全員参加してい
る。災害時には、職員緊急連絡網で連絡を取り
応援要請する事になっている。町内会加入して
おり、近隣の方にも声をかけている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバ
シーを損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどの
ように過ごしたいか、希望にそって支援してい
る

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよ
うに支援している

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの
好みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒
に準備や食事、片付けをしている

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

一人一人の誇りやプライバシー・人生観を損ね
ないような言葉かけを日々心がけている。

本人に混乱を招くようなことがないよう理解度
に応じた対応や言葉かけを行ない思いや希望を
理解するよう努めている。そして、自己決定の
実現が出来るよう支援している。

出来る限り本人のペースを尊重し、拒否のある
ときには無理をさせないよう心がけている。

髪の長い方もおり、結ったりする支援を行なっ
ている。又、洋服などは本人の好みに合わせて
着ていただけるような声掛けや見守りを行なっ
ている。

本人好みを把握し、調理や盛り付けを工夫して
いる。又、本人の生活暦ややりたい事を見極め
ながら、準備や片付けを手伝っていただいてい
る。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ
て確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習
慣に応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、
一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔
ケアをしている

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひと
りの力や排泄のパターン、習慣を活かして、ト
イレでの排泄や排泄の自立に向けた支援を行っ
ている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴
を楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯
を決めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援
をしている

水分に関しては、中々摂っていただけない方も
いるが工夫しながら必要量を摂取していただけ
ている。食事の量に関しては、その方の運動量
に合わせて量を盛り付けている。

毎食後口腔ケアを遂行し、個別で介助を行なっ
ている。又、入れ歯の清潔保持も職員が行なっ
ている。

個別の排泄ﾊﾟﾀｰﾝを知る為に、排泄ﾁｪｯｸを行なっ
ている。それに合わせﾄｲﾚ誘導を行ない失敗しな
いよう努めている。ﾘﾊﾋﾞﾘﾊﾟﾝﾂ・ﾊﾟｯﾄﾞを使用し
ていてもﾄｲﾚでの排泄を目標にしている。

便秘の方には本部看護士の指導のもと、ｾﾝﾅ茶や
朝食後のﾒﾝﾀ湿布・腹部､ﾏｯｻｰｼﾞ対応を行なって
いる。又、ﾗｼﾞｵ体操や散歩・外気浴などで生活ﾘ
ｽﾞﾑを作るよう取り組んでいる。

午前・午後を問わず、毎日入浴できるようにし
ており、本人の希望に合わせて入浴していただ
いている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよ
う支援している

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、
用法や用量について理解しており、服薬の支援
と症状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、
一人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出
かけられるよう支援に努めている。また、普段
は行けないような場所でも、本人の希望を把握
し、家族や地域の人々と協力しながら出かけら
れるように支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解
しており、一人ひとりの希望や力に応じて、お
金を所持したり使えるように支援している

各居室やソファーが休息の場になっている。
又、昼寝時間の調整や散歩・身体を動かすレク
レーションを取り入れ安眠策を考慮している。

最新の薬表をファイルしており、全職員が確認
できるようにしている。症状の変化に対しては
医療機関と相談している。

生活暦に沿って、家事手伝いなどの役割を持っ
ていただいており、毎日夕方にレクレーション
（カルタ・トランプ）等を取り入れ支援を行
なっている。

希望に応じ出来る限り外に出たり散歩をしてい
るが、業務の流れの中で常にとは言い切れない
ところがある。又、以前住んでいた土地まで訪
問ﾍﾙﾊﾟｰを利用して外出したりしている。

本人の意向により、お小遣い程度のお金を持っ
ているかたがおり、紛失などでのﾄﾗﾌﾞﾙにならな
いよう配慮は行なっている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
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価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手
紙のやり取りができるように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、
浴室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混
乱をまねくような刺激（音、光、色、広さ、温
度など）がないように配慮し、生活感や季節感
を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫
をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った
利用者同士で思い思いに過ごせるような居場所
の工夫をしている

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活
かして、本人が居心地よく過ごせるような工夫
をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わ
かること」を活かして、安全かつできるだけ自
立した生活が送れるように工夫している

希望があれば、事務所の電話を自由に使用する
ことが出来る。又、年賀状や暑中見舞いも出せ
るよう支援している。

夕刻の西日が直接入ってきてしまうものの、リ
ビングには明るい日差しが入る。照明も明るす
ぎず暗すぎず、その場所に合わせた色合い・強
さになっている。

見守りが必要な方が増えた為、個人で過ごすｽ
ﾍﾟｰｽが減っているものの、ご自分の時間を持ち
たい方は居室に戻られて過ごされるなど、利用
者自身が工夫しながら過ごされている。

入居時に使い慣れた家具を持って来ていただ
き、利用している。又、新しく購入していただ
くものにはご家族に相談し、ご本人にあった物
を置くよう配慮している。

分かりやすい表示（ﾄｲﾚ・居室・浴室）を行なっ
ており、誤認しないよう工夫している。また、
過去、手すりなどの増設工事も行なわれてお
り、少しずつ安全確保出来るようになった。
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56 　○ 1，ほぼ全ての利用者の 63 　○ 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 　○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 　○ 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 　○ 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 　○ 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 　 1，ほぼ全ての職員が

  ○ 2，利用者の2/3くらいが 　○ 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

　○ 2，利用者の2/3くらいが 　○ 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 　○ 1，ほぼ全ての利用者が 68 　○ 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 　○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

グループホーム泉の郷

ほほえみ

 事業所名

 ユニット名

　Ⅴ　アウトカム項目

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
区過ごせている。
（参考項目：30,31）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所
理念をつくり、管理者と職員は、その理念を共
有して実践につなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けら
れるよう、事業所自体が地域の一員として日常
的に交流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知
症の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向
けて活かしている

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実
際、評価への取り組み状況等について報告や話
し合いを行い、そこでの意見をサービス向上に
活かしている

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事
業所の実情やケアサービスの取組みを積極的に
伝えながら、協力関係を築くように取り組んで
いる

市町村とは直接関わっていないが、上飯田地域
保健福祉計画に基づいて自治会、社協、連絡
会、行政、ケアプラザが連携している。その活
動の一環として中学生のふれあい体験がある。

現在は、介護教室を開催していないが、グルー
プホーム入居を考えている人、ご家族、ホーム
見学希望者を積極的に受け入れ、グループホー
ムを知って貰う様に努めている。

上飯田地域エリアとして2回実施している。今年
度は、「災害時、どの様な対応をするか」等話
合いを重ね、意見を参考にし、防災訓練の実施
に取り組んでいる。

                               日々の介護に
対する方向性は、理念が根本になっており、取
り組んでいる。

地域の一員として町内会に加入している。町内
子供御神輿があったり、中学生のふれあい体験
を目的とした中学生の訪問があり、地域との交
流に勤めている。

　Ⅰ　理念に基づく運営

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サー
ビス指定基準及び指定地域密着型介護予防サー
ビス指定基準における禁止の対象となる具体的
な行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を
含めて身体拘束をしないケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について
学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での
虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成
年後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必
要性を関係者と話し合い、それらを活用できる
よう支援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並
びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

法人全体で身体拘束は絶対しないというスロー
ガンのもと日々介護をしている。日中、玄関、
門扉の施錠はしていない。夜間は、防犯の為、
施錠している。

入居者が意見不満、苦情を管理者、職員に表出
できる様に配慮している。入居者の意見、不満
等があったら聞いて改善、実現出来る所があっ
たら実行するように努めていく。

入居者で財産管理が必要な方及び入居前にマル
チ商法による被害にあった方については、成年
後見人制度を活用している。

入居の契約締結にむけては契約書条項に基き利
用者及び家族の意向や不安を聞いて、十分な説
明をする。今後の生活についても利用者及び家
族と話し合い理解、納得頂いた上で決定する。

法人全体で身体拘束は絶対しないというスロー
ガンのもと日々介護をしている。
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11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりが
いなど、各自が向上心を持って働けるよう職場
環境・条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていく
ことを進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相
互訪問等の活動を通じて、サービスの質を向上
させていく取組みをしている

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けな
がら、本人の安心を確保するための関係づくり
に努めている

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

入居申し込みがあった時訪問調査の折に必ず本
人と面接し、心身両面から話しを良く聴きアセ
スメントしている。

上飯田地域包括エリアの運営推進会議に参加す
ることで、他グループホームとの交流が図れ、
状況を理解するよう努めている。

法人では各職員が向上心をもって働けるよう
に、内部・外部研修の機会を設け、資格取得の
ために勉強会の企画実施も行なっている。

職員教育（全職員対象、中堅管理職、リーダー
対象）を企画実施している。全職員対象として
は内部研修として実施し、各職員の知識、技術
のレベルアップを図っている。

自己申告書の記載、また職員が直接、管理者に
相談するといった形で運営に関する意見、提案
を聞く機会を設け、改善出来るところから行な
うようにしている。
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16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾
けながら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族
等が「その時」まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた対応に努めてい
る

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置か
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いてい
る

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置か
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に本
人を支えていく関係を築いている

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めてい
る

家族から入居申し込みがあった時は、なるべく
本人がホームを見学する様勧めている。

職員も共同生活者の一員として入居されている
方達と時間を共有し、共に生活を楽しむように
取り組んでいる。

ご家族が面会に来られた際、ご家族とも馴染の
関係作りを心がけている。またご本人を中心に
ご家族、職員の三者でケアに取り組める様な関
係作りを目指し取り組んでいる。

入居申し込み時点から、法人の窓口が家族の要
望、不安等聞いて把握している。更に訪問調査
の折に家族が要望、不安としている情報を収集
し、受け止め対応している。

家族から入居申し込みがあったり、相談を受け
た場合は、他のサービス利用状況を見ながら対
応している。
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよ
うな支援に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまで
の関係性を大切にしながら、必要に応じて本
人・家族の経過をフォローし、相談や支援に努
めている

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把
握に努めている。困難な場合は、本人本位に検
討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活
環境、これまでのサービス利用の経過等の把握
に努めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有す
る力等の現状の把握に努めている

一つ一つの動きや発言等にも注意し観察し状況
把握に努めている。その中で出来る部分は活か
し出来ない部分は上手く支援出来る様にケアプ
ランに繫げている。

ご希望の聞ける方には希望を把握し実践出来る
よう努めている。ご自分の思いを言えない方に
は基本的な生活をしっかり支えながらご本人の
楽しみの部分を作れる様にしている。

入居者基本台帳にある生活歴やご家族からの情
報により把握に努めている。

基本的にこちらから連絡をする事はしていな
い。必要性のある方や希望されるご家族がい
らっしゃる場合には継続して関わりを持ってい
く。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

良くも悪くもお互いに関わり合う事で現在の生
活があると考えている。ご利用者同士の関係を
見守り、また積極的に関係しあえるよう支援し
ている。
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実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり
方について、本人、家族、必要な関係者と話し
合い、それぞれの意見やアイディアを反映し、
現状に即した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫
を個別記録に記入し、職員間で情報を共有しな
がら実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔
軟な支援やサービスの多機能化に取り組んでい
る

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把
握し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊
かな暮らしを楽しむことができるよう支援して
いる

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援
している

町内会に加入し、地域行事としての町内子供子
供神輿の訪問、中学生のふれあい体験、ボラン
ティアの訪問がある。ホーム近くの理容店を利
用したり、訪問理容にも来ている。

協力医療機関である湘南お茶の水クリニックを
受診し、状況に応じて湘南泉病院を紹介して頂
受診している。往診は、精神科、眼科、皮膚
科、歯科の医師がホームに来て往診受ける。

状態の変化や新たな周辺症状の現れ、ご本人に
とっての困り事や生活に生かせる力の発見が
合った際はその都度ケアプランの追加作成を
行っている。

ホームの外食時法人の大型バスを利用したり、
法人主催である納涼祭、餅つきに参加してい
る。入居者に福祉用具を提供したり、職員スキ
ルアップの為内部研修がある。

申し送りやミニミーティングの中で課題やケア
について話合っている。ご家族の思いを聴く事
が少ないので、余りケアプランに反映されてい
ない。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報
や気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等
に伝えて相談し、個々の利用者が適切な受診や
看護を受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるよう
に、病院関係者との情報交換や相談に努めてい
る。又は、そうした場合に備えて病院関係者と
の関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事
業所でできることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

年2回消防避難訓練を行い職員ほぼ全員参加して
いる。災害時には、職員緊急連絡網で連絡を取
り応援要請する事になっている。町内会加入し
ており、近隣の方にも声を掛けている。

認知症、病気による重度化、終末期について
は、家族、ホーム、かかりつけ医と連携しなが
らホームでできる所までを見極めて介護をして
いる。

毎月内部研修（医務研修）に参加し、勉強する
事で急変や事故時、職員が対応出来るようにし
ている。

グループホーム担当看護士が本部におり、連絡
すると直ぐに来てくれる。１カ月に数回巡回し
ている。

入居者の方が入院した時、家族と連絡を取りあ
いながら医療機関と連携し早期退院に向けて三
者面談を行い受け入れ態勢作りをしている。
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36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバ
シーを損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどの
ように過ごしたいか、希望にそって支援してい
る

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよ
うに支援している

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの
好みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒
に準備や食事、片付けをしている

食事の準備、片付け等も一緒に行っている。ま
た、食事中、食後も職員と利用者が会話をし、
楽しく召し上がって頂いている。

その様にしていきたいと思っており、部分的に
は出来ている。しかし職員都合で制限してし
まっている事もある。

理容美容店は近隣に２件あり、希望によりどち
らかに行って頂いている。外出時等、職員もお
手伝いしおしゃれをし外出されている。

馴染の関係作りの中で慣れ過ぎてしまっている
言葉からもある様に思われるが、職員教育によ
り、日々改善に取り組んでいる。

希望や意思表示のうまく出来ない方に対しては
なるべく声掛けの回数を多くし、ニーズを探る
様に支援している。

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ
て確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習
慣に応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、
一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔
ケアをしている

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひと
りの力や排泄のパターン、習慣を活かして、ト
イレでの排泄や排泄の自立に向けた支援を行っ
ている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴
を楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯
を決めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援
をしている

便秘予防対策としてご家族了解のもとセンナ
茶、朝夕の牛乳、メンタ湿布を使用し自然排便
出きる様に取り組んでいる。また日中散歩へ出
掛ける様に働き掛けている。

午前、午後を問わず毎日入浴できる様にしてお
り、出きる限り本人の希望に合わせて入浴して
頂いている。

ご自分で出来ない方は介助でご自分で出来る方
は、声掛けし毎食後口腔ケアを行っている。

ﾄｲﾚ誘導、声掛けを頻繁に行い、失敗される前に
ﾄｲﾚで排泄出きる様取り組んでいる。

食事量、栄養バランスには気を使い、本人の嗜
好、状態に応じて摂取出来るように支援してい
る。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよ
う支援している

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、
用法や用量について理解しており、服薬の支援
と症状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、
一人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出
かけられるよう支援に努めている。また、普段
は行けないような場所でも、本人の希望を把握
し、家族や地域の人々と協力しながら出かけら
れるように支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解
しており、一人ひとりの希望や力に応じて、お
金を所持したり使えるように支援している

ご自分で管理されている方もおられ、紛失に注
意しながら支援している。また、必要に応じて
ご自分で買い物にて使用されている。

生活暦に沿って家事手伝い等の役割を持って頂
いており、毎日レクレーション（縫い物、塗り
絵、歌レク）等を取り入れ支援を行っている。

希望に応じ出来る限り買い物に行ったり、散歩
をしているが、業務の流れの中で常にとは言い
切れないところがある。

自由にリビングや居室で過されるいる。居室で
横になられる方や椅子に腰掛けて日向ぼっこさ
れる方、園庭を歩かれる方など様々である。夜
間は皆様自由に入床、起床されている。

最新の薬表をファイルしており、全職員が確認
出きる様にしている。症状の変化に対しては、
医療機関と相談している。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手
紙のやり取りができるように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、
浴室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混
乱をまねくような刺激（音、光、色、広さ、温
度など）がないように配慮し、生活感や季節感
を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫
をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った
利用者同士で思い思いに過ごせるような居場所
の工夫をしている

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活
かして、本人が居心地よく過ごせるような工夫
をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わ
かること」を活かして、安全かつできるだけ自
立した生活が送れるように工夫している

入居時に使い慣れた家具を持って来て頂き利用
されている。又、新しく購入していただく物に
はご家族に相談し、ご本人にあった物を置く様
配慮している。

手摺の前等に邪魔な物を置かない様にし、洗面
所等分り易いように名札を付け、間違いにくい
様に配慮しています。

夕刻の西日が直接入ってきてしまうものの、リ
ビングには明るい日差しが入る。照明も明るす
ぎず暗すぎず、その場所に合わせた色合い・強
さになっている。

ソファーをリビングと廊下に配置。リビングソ
ファー横には共同の書籍入れがあり、気の合っ
た利用者同士思い思いの過ごし方をされておら
れる。

日常的に手紙を書かれ、ご家族とやり取りをさ
れている方もおられる。また電話はご本人の要
望にお任せしているが、ご家族の要望も聞き入
れ、職員が間に入る様にしている。
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事業所　グループホーム泉の郷

作成日　H22年４月13日

〔目標達成計画〕

優 項

先 目 現状における 目標達成に

順 番 問題点、課題 要する期間

位 号

1 64

ほほえみユニットでは、週
１日地域の方がボランティ
アで来て下さっている。他
ユニットも地域の方が訪ね
て来て下さるようにした
い。

地域の方が遊びに来て下さ
るようにしたい。

１年

2 60
近隣の散歩、買物等には出
掛けているが、日々の業務
もあり遠出は難しい。

利用者様が戸外の行きたい
所へ出掛けられるようにし
たい。

半年

3 65

運営推進会議で地域の方達
と話し合いをし認知症の方
に対する理解は得られてい
るが、応援者が増えない。

地域住民や地元の関係者と
の繋がりを広げ応援者を増
やしたい。

１年

注1）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注2）項目数が足りない場合は、行を追加すること。

目　標　達　成　計　画

運営推進会議、町内会の集
まり等で声を掛ける。

出掛ける計画を立て、外出
日には職員日中３人体制を
４人体制とする。

運営推進会議の前後にホー
ム内を見学していただいた
り、食事を摂っていただき
グループホームという生活
の場を理解していただく。

容

目　　標
目標達成に向けた

具体的な取組み内
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